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大和魂 〜みんなで創ろう大きな和〜

青
年
部

コ
ー
ナ
ー

No.469
萩商工会議所

青年部

現会員数39名

４
月
14
日
㈪
、
萩
本
陣
に

て
令
和
７
年
度
萩
商
工
会
議

所
青
年
部
通
常
総
会
及
び
懇

親
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
通
常
総
会

～みんなで創ろう大きな和～～みんなで創ろう大きな和～～みんなで創ろう大きな和～

総
会
に
は
、
藤
井
会
頭
、

山
縣
副
会
頭
、
大
中
副
会
頭
、

住
宮
副
会
頭
に
ご
臨
席
い
た

だ
き
、
白
井
会
長
よ
り
令
和

６
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収

支
決
算
報
告
と
令
和
７
年
度

事
業
計
画
案
並
び
に
収
支
予

算
案
の
説
明
が
あ
り
、
ど
ち

ら
も
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

総
会
終
了
後
に
は
懇
親
会

を
開
催
し
、
田
中
市
長
を
は

じ
め
と
す
る
、
多
く
の
来
賓

の
方
々
に
ご
臨
席
を
賜
り
ま

し
た
。

白
井
会
長
を
筆
頭
に
今
年

度
ス
ロ
ー
ガ
ン
『
大
和
魂
〜

み
ん
な
で
創
ろ
う
大
き
な
和

〜
』
を
胸
に
会
員
が
一
丸
と

な
り
萩
市
に
大
き
な
輪
を
作

っ
て
、
青
年
部
か
ら
萩
市
を

盛
り
上
げ
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

野
間
　
和
博

令和７年度　　事　業　計　画
通
年
目
標

４

５

６

７

８

９

10

11

12

１

２

３

総務委員会
総会・全員協議会等諸会議の開
催、県青連第４回会長会議の開
催及び名刺作成、青年部手帳・
備品の管理、規約の検討
定例役員会（毎月10日前後）
全員協議会（毎月20日前後）
青年部規約の検討（通年）
名刺作成・電子手帳の作成・管理

（通年）・青年部備品の管理（通
年）・（ジャンパー・ポロシャツ）・
４月14日㈪通常総会

青年部活動の情報等を発信
し次世代の新入会員候補者
に青年部の魅力を認識して
もらう。
会員増強活動（通年）
オープン全協（年１回）
会員研修事業（年２回）
セミナーの開催（年１回）

萩商工会議所会頭、
副会頭との交流会

青年部情報発信事業

県青連親睦ソフトボール大会

萩青年会議所との交流会
地域交流会

萩商工会議所女性会との
交流会

12月６日㈯県青連第４回会長会議
（萩YEG引受）・臨時総会

卒会式

踊り車の作成、HP・SNSの
管理、各種交流事業を通じて
地域の方々・他団体・会員同
士の親睦を深める。
踊車の作成（通年）
HP・SNSの管理（通年）
４青年部交流会への参加

（時期未定）

萩商工会議所青年部OB会との交流会

８月２日㈯ 第４回萩アオハル祭

大人からこどもまで楽しむ事ができる萩
市のお祭りとして周知し、萩YEGで次
年度以降も精力的に継続することができ
るイベント事業「萩アオハル祭」の開催。

４月26日㈯
県青連第１回会長会議

（防府YEG）

６月１日㈰親睦ソフトボール大会（下関YEG）
６月21日㈯県青連会員大会・第２回会長会議（山口YEG）

８月30日㈯県青連第３回会長会議（山陽YEG）
８月31日㈰親睦ゴルフ大会（宇部YEG）

西部地区会長会議
10月31日㈮～11月１日㈯中国ブロック大会（米子YEG）

12月６日㈯
県青連第４回会長会議（萩YEG引受）

日本YEG全国大会
２月25日㈬～３月１日㈰（伊勢崎YEG）
県青連第５回会長会議

（岩国YEG）

人財増強NEXT委員会 広報交流委員会 アオハル委員会 その他事業

夏まつり事業
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４
月
26
日
㈯
に
令
和
７
年

度
県
青
連
第
１
回
会
長
会
議

が
防
府
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
田
中
県

連
会
長
に
よ
る
新
体
制
が
ス

タ
ー
ト
し
、
新
年
度
の
各
単

会
会
長
や
県
青
連
理
事
が
顔

を
揃
え
、
前
年
度
と
今
年
度

の
県
青
連
事
業
に
つ
い
て
協

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

各
単
会
よ
り
会
長
挨
拶
、
今

年
度
の
メ
イ
ン
事
業
や
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
つ
い
て
の
説
明
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
度
も
萩
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
県

青
連
事
業
に
積
極
的
に
参
加

し
絆
を
深
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

田
中
　
裕
貴

令
和
７
年
度
県
青
連

第
１
回
会
長
会
議

こ
の
度
、
青
年
部
に
入
会

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
株

式
会
社
リ
カ
ー
ス
ペ
ー
ス
太

陽
の
田
平
峻
一
と
申
し
ま
す
。

「
い
い
酒
い
い
味
い
い
出

会
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
お
酒

と
食
品
の
販
売
を
し
て
お
り

ま
す
。

私
自
身
も
お
酒
と
食
事
が

大
好
き
で
す
。
萩
市
に
は
お

い
し
い
お
酒
、
お
い
し
い
食

べ
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
魅
力
を
青
年
部

を
通
じ
て
い
ろ
ん
な
方
に
伝

え
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

㈱リカースペース太陽　田平　峻一君

新
入
会
員
紹
介

４
月
26
日
㈯
、
防
府
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た

令
和
７
年
度
県
青
連
第
１
回

会
員
ア
ワ
ー
に
参
加
し
ま
し

た
。
地
域
や
立
場
を
越
え
て

多
様
な
意
見
や
経
験
を
共
有

で
き
る
貴
重
な
場
で
す
。
遠

方
で
は
あ
り
ま
す
が
新
た
な

視
点
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
得

た
り
と
、
今
後
の
我
々
の
活

動
に
役
立
つ
絶
好
の
機
会
で

あ
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
る
季
節
、

道
中
や
現
場
で
の
仲
間
と
の

思
い
出
が
出
来
る
事
も
嬉
し

い
こ
と
で
す
。
次
回
に
は
、

ま
だ
参
加
し
た
こ
と
の
な
い

会
員
を
是
非
と
も
引
率
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

諸
君
、
青
年
部
道
、
共
に

邁
進
し
て
参
ろ
う
。小

田
　
剛
史

今
年
度
か
ら
萩
商
工
会
議

所
青
年
部
に
入
会
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
、
明
治
安
田

生
命
保
険
萩
営
業
所
の
藤
川

と
申
し
ま
す
。
最
近
、「
企
業

も
人
も
在
り
よ
う
が
問
わ
れ

る
時
代
に
な
っ
た
」
と
感
じ

ま
す
。
企
業
は
何
の
た
め
に

存
在
す
る
の
か
、
私
自
身
も

イ
チ
従
業
員
と
し
て
何
の
た

め
に
働
い
て
い
る
の
か
？
と

い
っ
た
「
パ
ー
パ
ス
経
営
」

を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
弊
社
が
、
存
在
意
義
と

し
て
力
を
入
れ
て
い
る
も
の

に
「
地
域
貢
献
」
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。
萩
市
の
為

に
何
が
出
来
る
か
を
よ
く
考

え
、
青
年
部
で
少
し
で
も
貢

献
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。 明治安田生命保険 萩営業所　藤川　史也君

お
め
で
と
う

３
月
19
日
㈬
、
土
岐
家
に

第
一
子
が
誕
生
し
ま
し
た
。

天
に
向
っ
て
育
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
意
味
を
込
め
て

「
天
之
介
（
て
ん
の
す
け
）」

と
名
付
け
ま
し
た
。

生
後
１
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し

た
が
、
す
く
す
く
と
育
ち
、

毎
日
大
き
な
声
で
泣
い
て
い

ま
す
。

今
後
の
成
長
を
楽
し
み
に
、

夫
婦
で
子
育
て
を
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
！

土
岐
　
春
樹

令
和
７
年
度
県
青
連

第
１
回
会
員
ア
ワ
ー


